
 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。 
小林社長、会社訪問させていただき、有難うございます。 

私は、諏訪田製作所の製品を使わせていただいていますが、「素晴らし

い」の一言です。重厚さ・精密さ・行き届いたメンテナンス、これだけで

も十分なのに、プラス優秀な design とくれば鬼に金棒です。 
 

30 年前、三条に戻ってきた当時、金物を扱っていた友達に、「いい

design の物を作らないと地盤沈下するよ」とかなり強い調子で言いまし

たら、「そんなことは無い。このままで稼げばいい」と断言したのです。   

結果は明白でした。 
 

私事でありますが、10 年前、社長が作られたクラッチ型の松葉杖を無

償で提供いただいております。根強い人気があり、現役で頑張っています。

この機会を契機にもう一度職員教育をし、大 break させる努力をしよう

と決めました。 

小林社長、本日はよろしくお願いいたします。 

女子会川柳より 

そうだろうな 昨日の敵は 今日も敵 

会員44名中29名

（株）諏訪田製作所　
                   　武藤雅俊君　代表取締役　小林知行様
7/30 三条北ＲＣ へ  

   星野健司君　池田　稔君　
   加藤峰孝君　坪井正康君

7/31 三条ＲＣへ
　野島廣一郎君　佐藤秀夫君　
　田代徳太郎君

8/3 ゴミ持ち帰り運動へ　
　高橋祐介君　谷　晴夫君

8/4 国際奉仕フォーラム(長岡)へ
　船久保孝志君　渡邊光郎君

92.68%

三条南ロータリークラブ 会長 

 

ロンＤ．バートン ［アメリカ］
第2560地区ガバナー山 﨑 堅 輔 [中　 条]
第４分区ＡＧ 鈴 木 守 男 [三条東]
会 長 草 野 恒 輔
幹 事 平 松 修 之
Ｓ Ａ Ａ 齋 藤 嘉 一
事 務 局 〒955-8666三条市旭町2-5-10

 TEL 0256-35-3477　FAX 0256-32-7095
E-mail info@sanjo-minami.jp

URL http://www.sanjo-minami.jp

三条信用金庫 本店内

国際ロータリー会長



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ご案内 
 

❍ と き     2013 年  8 月 26 日（月）  18：30～ 

❍ ところ     ジオ・ワールド ＶＩＰ ザ・スクエア 

❍ 会 費     3,000 円 

❍ キャンセル   8 月 23 日（金）17：30 までにご連絡下さい。それ以降、会費ご負担いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

平 松 修 之  幹事 
山﨑ガバナー事務所より  「2013－14 年度地区大会」開催のご案内 

 [第１日目] 職業奉仕セミナー、ＲＩ会長代理歓迎晩さん会 

日 時    2013 年 11 月 16 日（土） 13：00～18：50 

会 場    ロイヤル胎内パークホテル 

義務出席者  地区役員 会長 幹事 職業奉仕委員長 

[第 2 日目]  本会議・ロータリーの夕べ 

日 時    2013 年 11 月 17 日（日）  9：30～16：30 

会 場    ロイヤル胎内パークホテル、中条グランドホテル 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 

 

   

 

   

 

西 潟 君 諏訪田製作所 小林社長様、本日は
ご協力いただきまして有難うございます。

お願いいたします。

韮 澤 君

野 崎 君 諏訪田製作所様、本日は有難うござい
ます。

丸 山 君 梅雨が終わり 夏が来た。
　　　　　　　スワダさんに来た。

吉 井 君

します。

石 山 君 本日、検査のため欠席します。

銅冶君、野水君、広岡君、星野君、渡邊(光)君

10月、またお世話になりますが、宜しく

大変興味がありました。 ご協力に感謝
爪切りの SUWADA様での職場例会、

大渓君、坂井君、佐々木君、佐藤(秀)君、滝口君

ＢＯＸに協力いたします。

天下の爪切り、諏訪田さんの工場見学
参考になります。

鈴木守男第 4分区ガバナー補佐、三条東ロータリークラブより  

「第 4分区ＩＭ」開催のご案内 並びに ＩＭパネラー推薦のお願い 
日 時    2013 年 ９月 21 日（土） 13：30～17：30 

会 場    燕三条ワシントンホテル 

テーマ    会員増強・退会防止 

     ※ パネラーには 大渓秀夫会員増強委員長に依頼、ご承諾いただきました。 

      ※ 市内クラブがホストを務められます。多くの皆様のご参加をお願いいたします。 

佐々木昌敏ガバナーエレクトより 「ガバナーエレクト事務所」開設のご案内  2013 年 ８月 1 日開設 

所在地    〒947－0028 小千谷市城内 1－10－19 ＤＢおだじま２Ｆ  

                TEL 0258－89－8965      FAX  0258－89－8966 

               Ｅメール m.sasaki@rid2560niigata.jp 

          執務時間   9：00～17：00（土、日、祝日 お休み） 

 

      

～ 8 月 5日  25,050 円 

今年度累計 139,550 円～  
 i 

親睦・プログラム委員会  銅 冶 康 之 委員長 

 草野年度 

親睦例会 第 1 弾！ 

多数のご参加をお願

い致します。 

草 野 君 本日は諏訪田製作所様に伺わせていただ
きました。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

平 松 君

お世話になります。　 最新式のオシャレな
工場見学、楽しみにしております。

熊 倉 君 本日は諏訪田さんにいろいろとお世話に
なります。

話になります。

高 橋 君

SUWADA様、本日は宜しくお願いします。

田 中 君 素晴らしい工場を見せていただく 幸せを
感じています。

野 中 君 本日は諏訪田様宜しくお願いします。

諏訪田製作所様、宜しくお願いいたします。鈴 木 ( 武 ) 君

鈴 木 ( 圀 ) 君 諏訪田製作所の小林社長様、今日はお世

今日は「職場例会」で、諏訪田製作所様に

おります。
JTB 『知恵の旅』 でいつもお世話になって



 

 

 

 

 

   

                                      代表取締役   小林 知行 様 

 

本日は、暑い中ようこそおいで下さいました。 

本日の例会会場としてお使いいただいておりますこの部屋は、私ども従業員

の食堂です。貴クラブのご担当者との打合せの中で、普段の通りで…とのこ

とから、従業員が食事をとっている形のまま例会をさせていただきます。 
 

当社は、私の祖父の代に創業、私で 3 代目となります。（以下 History で） 

一昨年に「Open Factory」をオープン、日常の作業風景を予約なしで自由

に見学していただいております。以前も工場見学はしていただいておりまし

たが、小、中学生の見学も多く、いかに安全にすべての作業を見てもらえる

かと考え、工場をぐるりと見学いただける通路を設けました。作業現場とは

全面ガラスで仕切られ、安全に職人の仕事振りを見ることができます。通路内に設置した iPad 使用のカメラコン

トロールビューアーで、熟練職人の手元をクローズア

ップしてご覧いただくことができ、これは世界でも初

めての試みです。 

以前の年間訪問者は約 1,000 人、開設後 昨年は

5,000 人、そして今年は、1 月から現時点で 10,000

人を超えています。また、オープンファクトリーを開

設して７％の生産、利益がアップ、これは、見られて

いるという意識によるものではなく、見学通路を設け

ることによって作業スペースが限られたことによる作

業環境の整備が作業の効率をアップさせたことに繋が

ったものです。 

 
                ＯＰＥＮ ＦＡＣＴＯＲＹ ＣＯＮＣＥＰＴ  

SUWADA の考える OPEN FACTORY とは、文字通り「開かれた工場」です。 

それは、あなたに、わたしに、そしてみんなに開かれた工場。 

その「開く」とは何を意味するのでしょうか。 

SUWADA は原材料の鍛えから商品の仕上がりまで一貫してまかない、その全てが手作業です。 

そしてここは、嘘偽りがなく、ごまかしや妥協がなく、人の、職人の想いが込められたものづくりの現場です。

私達 SUWADA は、単に出来上がった商品の評価を頂くだけでなく、それに到るまでの過程も全てお見せしよう 

この商品に私達の純粋な想いが込められている…いや、この商品自体が私達職人の魂なのだということをお知ら

せしようと思いました。 

その気持ちの現れが、この OPEN FACTORY です。 

工場はものを作る所です。ものは職人の気持ちで作られます。 

                         OPEN FACTORY は、私達の心を開き、それをお見せするステ

ージです。 

 

OPEN FACTORY は SUWADA の職人が、こころを開いていつ

でも皆様のお越しをお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1926 (大正15)年

1950 (昭和25)年

1956 (昭和31)年

1973 (昭和48)年

1974 (昭和49)年

1989 (平成  元)年

1993 (平成  5)年

1994 (平成  6)年

本社を三条市より移転

本社工場に隣接して第二工場を新築

株式会社 諏訪田製作所を設立

代表取締役に小林騏一が就任

三条市金子新田に第二工場を新設

栗の皮剥き鋏「栗くり坊主」を開発

工場裏手に事務所、工場を新築

三条町一ノ木戸で喰切の製造を始める

瓢箪型爪切を開発

三条市大字新保字諏訪田に移転

植木盆栽用刃物の製造を始める

栄村大字高安寺に工場を新築し移転

1995 (平成  7)年

1996 (平成  8)年

1997 (平成  9)年

1998 (平成10)年

栗の皮剥き鋏「栗くり坊主Ⅱ」が

通産省グッドデザイン選定を受ける

「SUWADAつめ切り」が通産省

グッドデザイン選定を受ける

代表取締役に小林知行就任

盆栽用刃物のミラー仕上げ「花枝鋏」

が通産省グッドデザイン選定を受ける

「SUWADAつめ切りLADY」が

(財)日本産業デザイン振興会グッドデ

ザイン選定を受ける



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 (平成21)年 「キューティクルニッパー」が(財)日本

産業デザイン振興会  グッドデザイン賞

受賞

2010 (平成22)年

2011 (平成23)年

2012 (平成24)年

働大臣特別賞受賞

プン

「キューティクルニッパーTOKI」が

アジアデザイン賞ブロンズ賞受賞

高年齢者雇用開発コンテストで厚生労

「SUWADAつめ切り」がアジアデザイ

ン賞受賞

IDSデザインコンペで、「カフリンクス

ボタン」が審査員賞受賞

ロンドンと香港に現地法人設立

SUWADA OPEN FACTORY　オー

❶ 部品加工工程 

鍛造された材料生地は寸法に個体差があるので、ひとつひとつ丁寧に削りな

がら揃えて行く。 

❷ 組合せ工程 
  左右の部品を重ね合わせリベットを入れてかしめることによって、ようやく

原型が出来上がる。 

❸ 研磨研削工程 
全体の形状作りには、特殊なサンドペーパーを使用。目の粗いものから、徐々 

に細かい研磨材料に変えながら、少しずつ完成形に近づけて行く。工程によ

ってベルト状のものや円盤状のものを使い分け、その回転速度の違いを利用

して職人が器用に磨きあげる。 

❹ 成形工程 
  動きの固さを調整したり、左右のバランス、全体の形状を直す。特殊な金槌

を使い、ひとつずつ丁寧に叩いて修正する。 

❺ 仕上研磨工程 
  仕上げには、柔らかい布でできたバフという専用の道具を使う。徐々に細か

い番手へと何度も研磨作業を重ねながら、光沢を出して行く。 

❻ 合刃工程 
熟練職人がダイヤモンドヤスリを駆使し、左右の刃が隙間なく

閉じるように刃先を合わせて行く。手ヤスリの微妙な感覚を指

先で測れるようになるには、何十年の研鑚努力を重ねなければ

到達できない技術である。 

❼ 刃付け工程 
緩くカーブした刃先の形状に合わせて薄く鋭い刃をつけて行

く。先を尖らせるだけでも大変な作業であるが、それが左右ぴ

たりと合っていなければならない。さらに困難なことに、その

刃はどちらもカーブしているので熟練職人でなければこなせな

い技術である。 

❽ 検品工程 
バネや部品を取り付け、切れ味の検査を含む最終調整と、細か

い傷も見逃さない厳密な検査を経て、ようやく完成する 

手作業の工程数は、全体で 50 にも 

及び全てに熟練した技術を要する 

2002 (平成14)年 「つめ切りSOFT」「プッシャーDUO」

が(財)日本産業デザイン振興会 グッドデ

ザイン賞受賞

2004 (平成16)年

2005 (平成17)年

2007 (平成19)年

1年契約でロンドンにアンテナショップ

経済産業省中小企業庁による元気なモノ

日本橋に東京営業所開設

新潟本社工場前にショールームオープン

IDSデザインコンペで、新作つめ切りが

審査員特別賞受賞

(財)日本産業デザイン振興会デザイン・

を開設

作り中小企業300社選定

「新型つめ切り」がグットデザイン中小

企業庁長官特別賞を受賞

エクセレント・カンパニー賞受賞

東京営業所移転(日本橋⇒表参道ネスパ

ス新潟館)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

ＳＵＷＡＤＡ 諏訪田製作所 ホームページ http://www.suwada.co.jp  より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 灼熱させた材料を 

圧倒的な力で打ち込む  ― 
 

カスタムナイフにも使われる高級刃物鋼材料を 1000℃以上の高温で充分加熱。 

400 トンもの強大な力で圧し叩き、材料を鍛えることから作業が始まる。 

こうして材料を刃物に適した生地へ変化させていくが、火の温度を目で見て測るので 

嘴(はし)を使って一つずつしっかり吟味しながら作業を進める。 

職人の目で確かめた温度と状態が品質のそぐわないものはその場で捨ててしまう。 

日本語だけに存在する句読点です。 

私たち諏訪田製作所は、日本にしかない、諏訪田にしかない商品を提供します。 

絶え間なき創造と技術の研鑚は私たちの実践でありまた目標でもあります。常に「新たな

最高品質」を生み出していく・・・そんな気持ちをこのロゴマークに込めてお届します。 

7 月 14 日 

12：00 昼食、開会式 

14：00 分科会 

①救急法基礎練習  ②貿易ゲーム  ③手話ソング 

18：00 夕食   19：00 分科会報告 

20：00 新発田中央高校紹介 

①吹奏楽部演奏   ②マジックショー 

③被災地支援インタビュー（発表） 

21：00 入浴  22：30 就寝 

7 月 15 日 

  6：00 起床   6：30 朝食  7：00 昼食用非常食準備 

  9：00 全体会 東日本大震災被災地支援活動講話、支援活

動報告 他 

10：30 閉会式 

11：30 非常食炊き出し体験 非常食の昼食 解散 
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